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子 育て支援活動の 質的向上をめざして （1）

　　　　　　　 〜子育て 支援の 研修に 求められる こ と〜

　　　　　　 白　石 淑 江　　　　　　　　　坂 鏡 子

（同朋 大学 ・子 どもの虐待防止ネ ッ トワ
ー

ク ・あい ち）　 （知多市児童セ ン タ
ー
）

は じめ に

　子育て の 人 間 問系が縮小、希薄化するなか で、地

域の 支援活動の 活発 化が期待されて い る。しか し、

子 育て の 当事者、ボ ラン テ ィア団体、民間、行政機

関が、相互 に連携 し、それ ぞれ の 特性を活か し合う

こ とがで きてい るとは言 えない 現状がある。

　演者らは、昨年の 保育学会第56 回 大会に お い て、

愛知県 、 名古屋 市内 に お ける子育て支援活動 の ネ ッ

トワ
ークづ く りをめ ざした 厂子 育て フ ェ ス タ 血 あい

ち」 （以下、「子育て フ ェ ス タ1 と略す）開催の 実際

とその 意義に つ い て 報 告 した。「子 育て フ ェ ス タ」開

催の 意義 は、  愛知県 と名古屋市の 子 育て支援に関

わ る行 政、民問 機関や市民が、職種や立場の 違い を

超えて 「顔の 見 えるネ ッ トワ
ーク」 を育て る機会に

な る。（葦牒 ← な
『
F育て 支援活動 を顕在化させ、袿会

的な認知を促進する 。   情報交換の 場 にな る。   各

活動の 特 駐や 関連惜などを理解す る とともに、現在

カバーで きて い ない ニ
ーズを明らか にする。  子育

て 支援活動の 自主的な研修の 場に な る。等で あ る。

　今回は そ の 継続研究で あ り、「子育て フ ェ ス タ in

あい ち」 を研修の 場 と して充実発 展 させ るた め の 課

題 を検討 した の で 報告 す る。

研 究の 目的 ・方法

　 f子育て フ ェ ス タ i皿 あい ち」」 を研修 の 場 と して

充実 させ る た めに、実行委員、分科会参力睹 の 研 修

の 実態、及び子育て 支援活 動で直面 してい る闇題を

ア ン ケート調査に よっ て 調べ 、分析した。

調査期 日

調査対象

調査項 目

2003 年 11月 15 日 （土）

「第 2 回 子育て フ ェ ス タ 血 あい ちJ 分科

会参加者 420名 。 実行委一R　33 名。

1 ．子育て 支援に 関す る研修の 機会

2 ．子育て 支援の 問題点。

3 ，実行委員の み ：子 育て支援は 子 ども

　　の 支援 になっ てい るか ？ （自由記述）

　 研究の 結果、及び考察

1　 調 査対象の 概要

回答数 ： 232 名 （回収率 55％〉、

性別 ：女性 （93％）、男性 （5％）、不 明 （2％）

輯 ：10歳代（6％）、20歳代 （23％）、30歳代（19％）、

　　40歳代 （27％）、50歳台 （19％）、60歳台 （5％）、

　　不明 （1 ％）

職種、立場 ：高校
・大学生 （21％）、子育て 当事者

　　 （15％）、保育士 （14°／。）、児童 委員 （10％）、ボ

　　ラ ンテ ィ ア （7％）、保 健 師 （5％）、．NPO ス タ ッ

　　フ （4％）、公 務員 （4°

／。）、そ の 他 （20％）

　実行 委員 ：各団体 （グル
ー

フり の 代表者 33名

　　NPO 法人．ボラン テ ィ ア グル
ープ．地域ネッ

　　トワ
ーク組織．主任児童委員．社会幅祉協議会

　　 （市 ・県）．民闘呆育園連盟．助産師会．各機関

　　の 連絡会 （子育て支援セ ン クー、児童館、フ ァ

　　ミ リ
ー
サポー

ト）．行政関係機関 （児童福祉、母

　　子保健、社会・教育等）など

2 ．研修会への 参加 状況 とそ の形態

　分科会参加 者 （学生を除 く）の うち、平成 15 午

度 （4 月〜10 月）に子育て支援に 関する研修会に 参

加 した もの は約 半数 の 53％で あっ た しか し、1 〜

2 回 が 35％を 占めて お り、参加 してい ない もの が

47％ある こ とを考 え併せ る と、研修の 機会は少ない。

　ま た、研修会 の 形 態は 45％ が講 演 会で あ り、子 育

て支援活動に つ い て、共 通 の 問題 を話 し合 っ た り、

解 決 の ヒ ン トを得 る よ うな 学習が少 な い。

子 育て支援は、まだ実 践の 積み重 ね が 乏 しく、各機

関、団体、グル
ープが 手探 りで 活動 を進 めて い る。

それ ぞれ の 実践を報告 し、活動の 目的 や意義 を確 認

した り、具体的な実践方法を探るこ とがで きる、研

修の 場が 必要で あ る。

3　子育て 支援活動の 問題点
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　 分科会参加者に、子 育て支援活動の 問題点を尋ね

た結果 は 図 3 に示 し た。（10項 目中 2 項 目選択）

　 圧 倒的多数が 「支援を必要 と して い る人 に 情報が

届かず、利用 で きて い ない 」 こ とに問題 を感 じてい

た。次に 、「市民 と行 政 」 「各機 関や 専 門職 」 「同 じ立

場の もの 同士」 の 情報交換が 乏 しい こ とや、つ なが

りがで きてい ない こ との 問題点が あげられて い た。

こ の よ うな結果は、子 育て支援ネ ッ トワ
ー

クをさら．

に 広げて ゆくこ との 課 題の 大きさを示唆 して お り、

実行委員会で は 「子育て フ ェ ス タ」 の 開催方法を検

．討ずるこ とに した。（第二報参照）

　 また、「身近な所 に子 育て の 広場が ほ しい 」 「活動

を次世代に 引き継い で い くこ とが難 しい 」 との 問題

もあっ た。 （活動  継続につ い て は第二 報参照）

　なお、「親が受身 に な っ て い る」 「親へ の 支援が子

どもの 支援に つ なが っ て い ない 」 との 問題につ い て

は回 答数 が少 なか っ た 。

一
般 には こ の 種 の 声 も聞 か

れ るの で、子育て 支援に携わ る者の 意識 を調べ た。
4 ）子育て 支援は子 どもの支援に なっ て い るか ？

　様 々 な分野で子育て 支援活動を推進 して い る実行

委員に 自由記 述で 回答 して も らっ た結果、全体 と し

て は、親 の 支援か ら始めそれ が子 ど もの 支援に なる

よ う、活 動の 質的向 上 を図 りたい との 意識 が窺えた。

  親へ の 支援は、結果的に子 どもの 支 援にな る。

　　親が 楽 しくい きい きと して い るご とが 子どもに と

　　 っ て もよい こ と。親の 笑顔に 勝るもの なし。

  子育て 支援活動の 質を高め る こ とが 大切。

　　 当事者 の 力を ど う育て る か二親 の 主体性 を 尊重 し

　　て い くご とが 原則。子 どもの 真の利益 を大前提に。

  親 の 立場 に立 っ た 支援 が量 的 に不 足 して い る。

　　親を受け止 め る とこ ろか ら始め子 どもの 支援に。

  親が色々 な人 に関わ るこ とは子 ど もに もよい th

　　子 どもを大切に 思う大人が周囲に た くさんい るこ

　　とが大事。子 どもやそ の 家族を見守る地域社会に。

まとめ

　了
・
育て支援に関する研修の 機会は まだ少 ない

。 支

援活動の 質を高め る研修と しては、活動を支え る人

材の 確保を含め た 了育て支媛ネ ソ トワ
L−一クの 広 が り

と、親支援の 方法論を深め る企画が求め られよう。

図3 子 育て支援 活 動の 問 題 点につ いて

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

1．歩いて行 ける所 に子 育 ての 広場がぼ しい

2．まだ必要な人 に情報が 届 い ていな い

3、本当に 支援を必要として い る人が利用で きてい ない

4，親たちが 受身にな っ てい るような 気 がする

5、親への 支 援が子 ど もの 支援に つなが っ ていない

6．活動 を次の 世 代に 引き纏い でい くことが難 しい

7．子 育て支 援活 動 に関する研 修の 機会 が少ない

8．同じ立場の 者 同士 の 情報交換の 機会が少ない

9．機関や 専 門職 のつ なが りがうまくできない

10．市 民と行政 との 情報の 交流ができて いない

2040 　　　　 60　　　　 80 　　　　100 　　　 120

898

1233

321

64649

1

一 627 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


